絵筆が奏でる 色彩のメロディ「デュフィ展」
東京・渋谷Bunkamura ザ・ミュージアム　2014.06.07〜07.27
大阪・あべのハルカス美術館08.05〜09.28、愛知県美術館10.09〜12.07
「ラウル・デュフィ」（1877〜1953）は、「ピカソ」や「マティス」などとともに20世紀前半にフランスで活躍した画家で、“明るい色面に軽快な筆さばきで線描をする独特の様式”で知られ、本邦でも人気のある画家の一人である。
画伯の作品は、色彩は明るく爽やかで喜びにあふれており、何時も交響曲の躍動するメロディとリズムが流れていることが大きな特徴である。
本展覧会は、「Bunkamura25周年特別企画」として開催されるもので、画伯の故郷ル・アーヴルを出てパリ国立美術学校に入学する1899年から晩年までを紹介する「回顧展」で、数多くの“社会や生活の明るい側面を鮮やかな色彩と軽やかなタッチで描いた作品”が注目される。
展示作品は、「デュフィ」の重要なコレクションを保有するヨーロッパの美術館の協力を得て、画伯の代表作を初め本邦初公開の、油彩、素描、版画、テキスタイル、服飾、陶器、家具など多岐にわたるものである。
代表作の一つである＜クロ─ド・ドビュッシ─へのオマ─ジュ＞（1952年　油彩・カンヴァス：写真左）は、鍵盤楽器ピアノの角が描かれ大きな楽譜にはっきりと「ドビッシ─」の名前が書きこまれて、それと向い合うように壁から離れた空間に花束が描かれており、特有のデザインや色調が注目される作品である。
＜馬に乗ったケスラ─一家＞（1932年　油彩・カンヴァス　写真右）は、画伯の特徴的な澄んだ青色の背景の木々の葉が装飾的に描かれ画面を活気づけている。
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参考　：　雑誌「サライ」６月号　109〜114　2014年
